
　連合愛知は１月６日、日本ガイシフォ

ーラム「レセプションホール」において

新春交礼会を開催した。この新春交礼会には、神野会長・

副会長をはじめとする連合愛知役員、各界からの来賓、

連合愛知政策推進議員懇談会メンバー、さらには、構成

組織・地域協議会からの代表者など、およそ５５０名の参

加があった。

　冒頭あいさつに立った神野会長は、新年賀詞と構成

組織へのお礼を述べたあと、「経済状況や労働情勢」「格

差社会への憂い」「第４５回衆議院総選挙への取り組み」

などに対して所見を述べた。その後、神野会長と各界代

表者による鏡開き、篠崎副会長による乾杯の発声と続き、

華々しい雰囲気の中で参加者による懇談が穏やかに行

われた。
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鏡開きをする（左から）伴野民主党県連代表、中沖愛知労働局長、神野会長、稲垣副知事、因田名古屋市副市長▲
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▲年頭のあいさつをする神野会長

　新年、あけましておめでとうございます。

　日ごろは連合愛知の諸活動に対しまして、格別

のご理解とご協力をいただき誠にありがとうござ

います。

　さて、現在の日本においては、経済状況悪化に伴

う雇用問題などが深刻化し、先行きの不安がわたし

たち勤労者だけでなく、国民の中に渦巻いています。

これまでを振り返ると、労働者派遣法が改正されて

以降、日本は格差社会に向かって突き進んできまし

た。現在、年収２００万円以下の給与所得者が１０００

万人を超えている一方で、年収２０００万円以上の高

額所得者は２２万人を数えています。経済のみならず、

様々な面において格差が広がっている現在の日本

の状況を考えると、改めて日本の社会の仕組みを

大きく変えていかなければならないという思いが

湧き上がってきます。

　わたしたちが夢と希望をもって生活するためには、

「安心して生活できる社会の実現」が必要不可欠で

す。そのためにも、来るべき第４５回衆議院総選挙

では、組織の総力を挙げて、何としても政権交代を

勝ち取らなくてはなりません。今年は政治の流れを

変える、そして、日本の社会を変える大きなチャン

スの年です。連合愛知は、構成組織の皆さんと力を

合わせ、国民主体の政治体制を築きあげる最大限

の努力をしていきます。

　今年が、皆さんにとって実り多い一年となること

を祈念いたしております。ともにがんばりましょう。

　新年おめでとうございます。

　歴史の転換点、希望の国へ舵を切る年、２００９年

を迎えました。今年は、これまでの流れから大きく

舵を切る、歴史的な転換点の年です。

　むきだしの競争社会では人は生きていけない。

「連帯と相互の支え合い」という協力原理が活か

される社会、ぬくもりのある思いやりの社会とする

ため幅広い国民的な合意形成を進めなければな

りません。

　この転換の年に、連合は結成２０周年を迎えます。

労働運動もこの節目にさらなる飛躍を遂げなけれ

ばなりません。国民の怒りの先頭に労働運動が立ち、

パラダイムの転換を牽引していくため連合運動総

力を挙げることをお伝えし、同時に皆さんのご奮

闘を心からお願いし、新年のあいさつとさせてい

ただきます。
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場所／（社）日本産業カウンセラー協会中部支部

電話相談

面接相談

専用電話

※事前の予約が必要です（１回の面接時間は１時間以内）。２回目までの相談は
　無料で、３回目以降は１回当たり１,０００円を相談者に負担して頂きます。

あなたの職場で働くすべての人と家族の�

こころの相談室�
※祝祭日を除く。相談料は無料ですが、電話料は相談者負担となります。

 

　連合は、非正規労働者の解雇や雇い止めが増加して

いるにもかかわらず、実効性ある経済・雇用対策を行わ

ない政府に対して、「早期解散・政権交代を求める全国

一斉行動」を提起した。これを受け、連合愛知は、毎月

の街宣活動に加えて、緊急に１２月２２日、金山駅周辺に

おいて、「ＳＴＯＰ！ ＴＨＥ 格差社会キャンペーン」街宣

行動を実施した。この街宣行動には、神野会長

をはじめとして各級議員、地域協議会の代表

者など、およそ２５名の参加があった。

　街頭宣伝行動では、労働者派遣法の改正や

最低賃金の大幅な引き上げ、非正規労働者の

均等待遇などを訴えるチラシ・ティッシュを配

布した。また、「ゆとり号」車上からは、神野会

長ほか２名が、格差是正や政権交代などを市民

に強力に訴えた。▲格差是正・政権交代を訴える神野会長

キャンペーングッズを配布する参加者▲
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　連合愛知は１２月１７日、ワークライフプラザれあろに

おいて「２００９春季生活闘争学習会」を開催した。この

学習会には、各構成組織・地域協議会などから、９６名の

参加があった。

　神野会長のあいさつに続いて、経済ジャーナリストで

ある田嶋智太郎氏より「日本経済のゆくえ」と題した講

演があった。その後、團野久茂 連合副事務局長から「闘

争方針と２００９春季生活闘争を取り巻く状況」と題した

講演がなされた。團野副事務局長は、講演の冒頭、「こ

れまでアメリカに追随する形で経済政策を進めてきた

結果が、現在の金融危機である。今、日本は経済政策だ

けに限らず様々な面において、これから進むべき道を

決めなくてはならない極めて重大な局面を迎えている」

と第４５回衆議院総選挙の重要性を改めて述べた。講演

では、２００９春季生活闘争における連合の基本的考え方

と具体的な取り組みについての詳しい解説がなされ、

参加者は２００９春季生活闘争方針への理解を深めるこ

とができた。

▲講演する團野連合副事務局長

 

　連合愛知は、１２月２１日に推薦議員の

皆さん、連合愛知関係者など総勢２３０名

にご参加いただき、「政策推進議員懇談

会第４回総会」を開催した。この会は、勤

労者・生活者・納税者の視点で政策の実

現を強力に推進していただくことを目

的として、２００５年に設立された。総会の

冒頭、あいさつに立った神野会長は、現

在の悪化している雇用情勢に関し「労

働組合と政策推進議員が連携して取り

組むことが必要である」と協力を呼びか

けた。　　　 　併せて開催した特別講演では、民主党　平野博文幹

事長代理を講師に迎え「民主党の政策と政権交代実現

への戦略」と題した講演をいただいた。現在の日本に

おける問題点を具体的に掲示され、今後、民主党がどの

ように対応していくかについて説明をいただいた。

　その後、山中社会政策局長が、雇用・労働分野におけ

るセーフティネットの整備などを求めた「連合２００８年秋

の政策・制度実現の取り組み」及び「連合愛知の政策実

現運動」について報告した。さらに、昨今の世界同時金

融危機下の経済・雇用情勢を踏まえて、連合が総理官邸

に対して、連合愛知が愛知県知事に対して行った「政策

運営および予算編成等に関する要請書」提出について

も報告した。▲講演する民主党　平野博文幹事長代理

講演を聞く参加者▲
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【確認事項】
１.当面の日程について

２.連合愛知　各種委員会の委員交代について

　　委員会名 　構成組織 　　 新 　　　    旧

　　メーデー　 UIゼンセン　 田中俊治　 福岡正俊
　　企画委員会　　 同盟

３.構成組織の組織拡大実績について

４.２００９年度「春の労働相談ダイヤル」の実施につ

　いて

　　日　　時:２００９年２月５日（木）～７日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　１０:００～１７:００

　　場　　所:主 会 場・・・連合愛知

　　 　　　　サブ会場・・・安心ネットワーク地域

　　　　　　　　　　　  センター

　　　　　　（尾張西・尾張中・知多・三河中・豊橋）

　　受付体制:フリーダイヤルにて相談を受け付け、

　　　　　　 発信地域の会場に割り振る。

　　　　　　フリーダイヤル・・・０１２０-１５４-０５２　

５.２００９春季生活闘争1万人総決起集会の開催（案）

　について

　　日　　時:２００９年３月８日（日）１０:００～１１:５０

　　場　　所:栄・久屋大通公園　久屋広場

６.世界同時金融危機下の経済・雇用情勢に対する

　連合の緊急対応について

７.”今こそ政策と政治の転換を！”の取り組みにつ

　いて　１月～３月

８.春闘と連動した政策キャンペーン「あんしんＵＰ

　２００９」の実施について

  　目　　的:連合及び連合愛知の重点政策テーマ

について組織内を中心に周知と理解

を図るとともに、”安全・安心で活力

ある愛知の創造”をめざす。

　　期　　間:２００９年２月～３月

９.２００９生活点検運動「ライフＵＰ２１」の実施について

１０．「トップリーダー参画推進宣言集会」の開催につ

　いて

１１．２００９年第１回愛知労使懇談会の開催について

　　日　　時:２００９年２月２０日（金）１０:３０～１２:３０

　　場　　所:KKRホテルNAGOYA　４階「福寿」

１２．愛・地球博ボランティアセンターへの情報提供

　について

【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

２．連合愛知　２００９春季生活闘争方針（案）について

３．愛知労使共同事業「これから社会に出る若者に

　範を示す行動宣言」ポスターの作成について

 

　連合愛知は１２月１３日、瀬戸・海上の森センターと連

携して実施している「愛・地球博記念の森づくり」にボ

ランティアとともに参加した。人と自然のかかわり方を

探求する、この森づくり活動は、２００５年の「愛･地球博」

開催期間中に連合･労福協万博センター（れ・あ・ろ）が

「地球市民村」を運営する中で、その理念や愛知県と共

催した活動を継承して実施されている。

　年間３回実施される活動のうち、第１回目となる今回

の森づくり活動には、およそ２０名が参加した。はじめに、

愛知県の担当職員から「森林整備の必要性」などにつ

いて説明を受けたあと、斜面に生育する直径１０cm程

度の竹の間伐作業を行った。参加者からは「竹の生命

力の強さを実感した」「間伐の必要性がわかった。次回

もぜひ参加したい」などの感想が聞かれた。

　なお、第２回目は１月２４日（土）、第３回目は２月１４日（土）

に予定されている。

【問い合わせは、連合愛知国民運動局　０５２（６８４）００２９まで】

間伐を実施する森づくりボランティアの参加者▲
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名古屋地協のスタッフ
左から川口副事務局長

服部事務局長
阿知波書記

古屋地協は、組合員が約１５万人、組合数は約５５０

組合です。今後、名古屋市内で働く１００万人の人

たちの立場に立って、地域で労働組合が力を合わせる

ことによって影響力を発揮できるさまざまな活動を展

開していきます。

　その一つは、名古屋のまちを良くしていく地域政策

実現の活動です。加盟組合と組合員の声を反映した「名

古屋のまちづくり要望書」を名古屋市に提出したり、わ

たしたちが推薦している４４名の名古屋市会議員や県会

議員の政策推進議員と連携を深めたりしていきます。

また、労福協の名古屋ブロックと共同で、市民の相談に

応える「安心ネットワークセンター」の活動にも取り組

むなど、街頭での政策宣伝ＰＲ行動も含め、すべての働

く人に向けたメッセージの発信に心がけていきます。名

古屋地協結成後はじめてのメーデーは、組合員や勤労

者の地域での結びつきを重視して、お子さんから労働

組合に加入していない人やＮＰＯなど多くの地域の皆

さんと一緒に連合への求心力を高めるため、ゴールデ

ンウィーク初日の４月２９日（水）にＪＲ笠寺駅前の日本ガ

イシホールで実施します。

　さらに、４月に行われる名古屋市長選挙についても、

働く人たちから支持される政策を実現してくれる候補

者の当選に向けて積極的に取り組みます。

新役員を代表してあいさつをする松浦代表

００８年１１月１６日（日）、千種駅前のメルパルクに

おいて連合愛知名古屋地域協議会の結成総会を

開催しました。１９８９年に連合愛知が結成

されて以来１７年間、名古屋市を名北と名

南の二つの地域協議会で活動してきま

したが、４年間の議論と準備を経て、地域

に根ざした顔の見える労働組合としての

力をより発揮するために統合されました。

　結成総会には、３５の構成組織から２１９

名の代議員（定数２２８名）、５９名の傍聴

者が参加し、執行部側も含め約３００名の

熱気と決意がみなぎるなか、活動方針や

予算、５４名の新役員を決定し、衆議院総

選挙必勝の特別決議を採択しました。総

会後の結成記念パーティには、松原武久

名古屋市長はじめ６０名の来賓が、地協の門出を祝って

激励に駆けつけてくださいました。

　名古屋地協の事務所は、連合愛知や労福協と同じ

「ワークライフプラザれあろ」の２階にあります。電

話番号は０５２‐６８４‐２７５８です。加盟組合の皆さんが

いつでも気軽に訪問やお電話をくださることをお待

ちしています。


